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研究成果の概要： 遺伝子組換え技術を用いて、各種の蜘蛛糸をカイコにおいて効率よく大量
生産させるために、ＲＮＡｉ法を利用して、カイコ本来のフィブロイン遺伝子をノックダウン
する方法を試したが、蜘蛛糸含量を高める効果が認められなかった。フィブロインを生産しな
い変異系統のカイコに遺伝子操作を行い、蜘蛛糸遺伝子を導入した。蜘蛛糸含量を高める効果
があるかどうかを検討中である。 
 日本に生息するいくつかの蜘蛛について、その糸の力学的性状を調査するとともに糸遺伝子

のｃＤＮＡライブラリーを作成した。そのｃＤＮＡライブラリー中に、蜘蛛糸の遺伝子配列を

いくつか同定した。 
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１．研究開始当初の背景 
 スパイダーシルクは、高機能バイオ繊維と
して世界的に注目されている。蜘蛛糸は、高
機能繊維として注目されているにもかかわ
らず、量産が難しいので、ほとんど利用され
ていない。 
 
 
２．研究の目的 
 遺伝子組換え技術を用いて、各種の蜘蛛糸
をカイコにおいて効率よく大量生産させる

ことを目的とする。 
 スパイダーシルクが高機能バイオ繊維と
して世界的に注目されているにもかかわら
ず、ほとんど利用されていないのは量産が難
しいからである。量産が難しい理由は、蜘蛛
が肉食で、生きた餌しか食べず、共食いする
ので、蚕のように密集状態での大量飼育がで
きないためである。また、蜘蛛一匹あたりか
ら一度に連続して採れる糸の量は、蚕ほど多
くなく、蜘蛛がどの糸を出糸するかは蜘蛛の
都合によるので、特定の糸だけを集めること
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ができないためである。本研究は、遺伝子組
換え技術を用いて、各種の蜘蛛糸をカイコに
おいて効率よく大量生産させることを目的
とする。カイコは、遺伝子操作を行う昆虫と
して好都合というだけでなく、産業用に蜘蛛
糸を量産させる昆虫としても優れている。 
 
３．研究の方法 
【蜘蛛糸含量を高める研究】 
 ＲＮＡｉ法を利用して、カイコ本来のフィ
ブロイン遺伝子をノックダウンし、その効果
を調査する。フィブロインを生産しない変異
系統のカイコを利用する方法を検討する。 
 Bac-to-Bac/BmNPV Baculovirus expres- 
sion system を用いた方法による蜘蛛糸フィ
ブロインの発現についても調査研究した。 
 
【日本独自の蜘蛛糸遺伝子の解析】 
 日本に生息するいくつかの蜘蛛について、
その糸の力学的性状を調査するとともに糸
遺伝子のｃＤＮＡライブラリーを作成し、蜘
蛛糸の遺伝子配列を解明する。 
 
 
４．研究成果 
 ＲＮＡｉ法を利用して、カイコ本来のフィ
ブロイン遺伝子をノックダウンする方法を
試したが、蜘蛛糸含量を高める効果が認めら
れなかった。フィブロインを生産しない変異
系統のカイコに遺伝子操作を行い、蜘蛛糸遺
伝子を導入した。蜘蛛糸含量を高める効果が
あるかどうかを検討中である。 
 Bac-to-Bac/BmNPV Baculovirus 
express- ion system を用いた方法による蜘
蛛糸フィブロインの発現についても調査研
究し、効率よく発現させることを確認した。 
 日本に生息するいくつかの蜘蛛について、
その糸の力学的性状を調査するとともに糸
遺伝子のｃＤＮＡライブラリーを作成した。
そのｃＤＮＡライブラリー中に、蜘蛛糸の遺
伝子配列をいくつか同定した。 
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